く を はらいのけて おいて その 布の ような もの をめ つ た 

やたらに ふり 回した。 それが ぼくの 手に さわつ たらぐ 

しょぐ しょに ぬれてい るの が 知れた。 

「おば あさま、 どうしたの？」 

と 聞いて みた。 おば あさま は 戸 だな の 中の 火の 方ば 

かり 見て 答えようと もしない。 ぼく は 火事 じ やない か 

と 思った。 

ポチが 戸の 外で 気ち が い のように 鳴いて いる。 

へ や しょうじ かべ とこ ま 

部屋の 中 は、 障子 も、 壁 も、 床の間 も、 ちがいだな 

も、 昼間の ように 明るくな つていた。 おば あさまの 

かげぼうし う-つ- ばけもの 

影法師が 大きく それに 映って、 怪物 か 何 かの ように 動 



弟 も 大きな 声 を 出して 泣いて いた。 ぼく はいきな り そ 

かんしゃ まち 

の 大きな 男 は 人 さらいだ と 思った。 官舎 町の 後ろ は 山 

こじ さ 

になって いて、 大きな 森の 中の 古寺に 一人の 乞食が 住 

いくさ 

ん でいた。 ぼくたちが 戦 ごっこ をし に 山に 遊びに 

行って、 その 乞食 を 遠くに でも 見つけたら 最後、 大急 

ぎで、 「人 さらいが 来た ぞ」 といいながら にげる の だつ 

► J じぎ か 

た。 その 乞食の 人 は どんな ことがあっても 駆ける とい 

うこと をし ないで、 ぼろ を 引きずった まま、 の そりの 

そりと 歩いて いたから、 それに とらえられる 気づかい 

はなかった けれども、 遠くの 方から ぼくたちの にげる 

の を 見ながら、 牛の ような 声で おどかす ことがあった。 



うさん か、 おかあさん かとお どろく ほどに みんな 変 

わって いた。 おかあさん なんか は 一度 も 見た ことのな 

いような 変な 着物 を 着て、 髪の毛 なんか はめち やく 

ちゃに なって、 顔 も 手 も くすぶった ようにな つていた _ 

ぼくたち を 見る といきな リ 駆けよ つて 来て、 三人 を 胸 

のと ころに 抱きしめて、 顔 を ぼくたちの 顔に すりつけ 

てむ せる ように 泣き はじめた。 ぼくたち はすこし 気味 

が 悪く 思 つ たくらいだ つ た。 

変わった といえば 家の 焼け あとの 変わりよう も ひど 

いものだった。 黒 こげの 材木が、 積み 木 を ひっくり返 

したよう に 重なりあって、 そこから けむり がくさいに 



た。 

医者が 来て 薬 をぬ つたり 飲ませた りしてから は、 人 

足た ち もお かあさん も 行って しまった。 弟 も 寒い から 

というので おかあさんに 連れて行かれて しまった。 け 

れ どもお とうさんと ぼくと 妹 は ポチの そば を はなれな 

ょラす 

いで、 じっと その 様子 を 見て いた。 おかあさんが 女中 

ぎ ゆ, つに ゆう に 

に 牛 乳で 煮た おかゆ を 持って来させた。 ポチ は 喜ん 

で それ を 食べて しまった。 火事の 晚 から 三日の 間 ポチ 

はなん にも 食べずに しんぼうして いたんだ もの、 さぞ 

おかゆが うまかったろう。 

ポチ はじ つ とまる ま つ て ふるえながら 目をつぶ つ て 



てす， J しだけ し つぼ を ふ つ て 見せた。 

とうとう 夜に なって しまった。 夕 御飯で も あるし、 

かぜをひ くと 大変 だからと いつ てお かあさんが 無理に 

ぼくたち を 連れに 来たので、 ぼくと 妹と は ポチの 頭 を 

よくな でて やって 家に 帰った。 

次の 朝、 目 を さます と、 ぼく は 着物 も 着かえないで 

ポチの 所に 行って 見た。 おとうさんが ポチの わきに 

しゃがん でいた。 そして、 「ポチ は 死んだ よ」 といった。 

ポチ は 死んで しまった。 

はか こじき 

ポチのお 墓 は 今でも、 あの 乞食の 人の 住んで いた、 

森の 中の 寺の 庭に あるかし らん。 
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